
※合同点検で対策案が「歩道設置」に分類された市道について検討。
NO

YES

100人以上 40人未満 100人以上 40人未満

40人以上100人未満 40人以上100人未満

・緊急的

・拡幅困難

通学路における歩道設置等検討フロー

自動車 

500(台/12h)以上  

通学児童数 通学児童数 

歩道設置の検討（車道は確保） 
現道幅内での安全対策の検討 

（道路空間の再配分も視野に入れる） 

自動車が多い。 

通学児童数が多い。 

自動車が多い。 

通学児童数が少ない。 
自動車が多い。 
通学児童数がわりと多い。 

自動車が少ない。 

通学児童数が多い。 
自動車が少ない。 

通学児童数が少ない。 

【歩行者対策】 

・現道幅内での歩行者スペースの確保（路肩、側溝蓋設置等） 
・路肩の歩行者スペースの明示（ライン設置、カラー化） 

【自動車対策】 

・路面標示による自動車の速度抑制（ドットライン、イメージハンプ等） 

・交通規制（一方通行規制、速度規制等） ・歩道の整備 

   対策なし 

   （状況を注視） 

・道路空間再配分の検討 

・沿道状況の調査・把握 

・地権者等地元関係者の同意 

・事業費の検討 

自動車が少ない。 
通学児童数がわりと多い。 

朝ピーク時交通量を計測し、12時間交通量を推測する。H22

道路交通センサスにおけるR190,R490の平均ピーク比率は、

11.1%であるため、500(台/12h)×11.1%≒60台/h以上とする。 

※自転車の通行量が80台/h以上の場合、自転車歩行者道等も検討 

２ 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 


